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「これしかない」 

（渡辺 寛 師） 

【 Ⅱ列王記 5章 1-14 節 】 

1 アラムの王の将軍ナアマンは、その主君に重んじられ、尊敬されていた。主がかつて彼によっ

てアラムに勝利を得させられたからである。この人は勇士で、ツァラアトに冒されていた。 

2 アラムはかつて略奪に出たとき、イスラエルの地から、ひとりの若い娘を捕らえて来ていた。

彼女はナアマンの妻に仕えていたが、 

3 その女主人に言った。「もし、ご主人さまがサマリヤにいる預言者のところに行かれたら、きっ

と、あの方がご主人さまのツァラアトを直してくださるでしょうに。」 

4 それで、ナアマンはその主君のところに行き、イスラエルの地から来た娘がこれこれのことを

言いました、と告げた。 

5 アラムの王は言った。「行って来なさい。私がイスラエルの王にあてて手紙を送ろう。」そこで、

ナアマンは銀十タラントと、金六千シェケルと、晴れ着十着とを持って出かけた。 

6 彼はイスラエルの王あての次のような手紙を持って行った。「さて、この手紙があなたに届きま

したら、実は家臣ナアマンをあなたのところに送りましたので、彼のツァラアトを直してくだ

さいますように。」 

7 イスラエルの王はこの手紙を読むと、自分の服を引き裂いて言った。「私は殺したり、生かした

りすることのできる神であろうか。この人はこの男を送って、ツァラアトを直せと言う。しか

し、考えてみなさい。彼は私に言いがかりをつけようとしているのだ。」 

8 神の人エリシャは、イスラエルの王が服を引き裂いたことを聞くと、王のもとに人をやって言

った。「あなたはどうして服を引き裂いたりなさるのですか。彼を私のところによこしてくださ

い。そうすれば、彼はイスラエルに預言者がいることを知るでしょう。」 

9 こうして、ナアマンは馬と戦車をもって来て、エリシャの家の入口に立った。 

10 エリシャは、彼に使いをやって、言った。「ヨルダン川へ行って七たびあなたの身を洗いなさ

い。そうすれば、あなたのからだが元どおりになってきよくなります。」 

11 しかしナアマンは怒って去り、そして言った。「何ということだ。私は彼がきっと出て来て、

立ち、彼の神、主の名を呼んで、この患部の上で彼の手を動かし、このツァラアトに冒された

者を直してくれると思っていたのに。 

12 ダマスコの川、アマナやパルパルは、イスラエルのすべての川にまさっているではないか。こ

れらの川で洗って、私がきよくなれないのだろうか。」こうして、彼は怒って帰途についた。 

13 そのとき、彼のしもべたちが近づいて彼に言った。「わが父よ。あの預言者が、もしも、むず

かしいことをあなたに命じたとしたら、あなたはきっとそれをなさったのではありませんか。

ただ、彼はあなたに『身を洗って、きよくなりなさい』と言っただけではありませんか。」 

14 そこで、ナアマンは下って行き、神の人の言ったとおりに、ヨルダン川に七たび身を浸した。

すると彼のからだは元どおりになって、幼子のからだのようになり、きよくなった。 

 


